
【平成２９年度】 「完全週休２日」 の実施確認イメージ

○「完全週休２日」の実施確認は、原則、毎月、受注者からの提出簿をもって確認を行うものとする。

毎月、監督職員は受注者からの提出簿
により「週休２日相当」の実施状況を確認
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○/○～○/○ 7 ○ 2 2 1 3

○/○～○/○ 7 ○ 2 2 0 2

○/○～○/○ 7 × 3 2 1 3

○/○～○/○ 7 ○ 2 2 1 3
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○/○～○/○ 7 ○ 2 2 0 2
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○/○～○/○ 7 ○ 3 3 0 －
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毎月の提出簿をもとに、対象期間全体
の「週休２日相当」の実施状況を確認
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「完全週休２日の履行実績取組証」の
対象確認

①対象の週 20

②完全週休２日実施の達成週 16

③完全週休２日実施の未達成週 4

完全週休２日実施率 ②／① 80%

「間接工事費の補正」の対象確認

①対象期間（日数） 119日

②間接工事費の休工対象日数
対象期間の２／７以上
（小数点以下切り上げ）

34日

③間接工事費対象の休工実施
日数(6)

42日

休工実施日数≧休工対象日数
間接工事費の補正を計上する

「完全週休２日」の工事成績評価

①対象日数(1) 140日

②休工実施日数(4) 42日

休工 実施率 ②／① 30%「完全週休２日」
別添例
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11/5～
11/11

7 2 2 0

11/12～
11/18

7 2 2 0

11/19～
11/26

7 3 3 0

11/27～
12/2

7 2 2 0

２０１７年

１１月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
休工

4
休工

5
休工

6 7 8 9 10 11
休工

12
休工

13 14 15 16 17 18
休工

19
休工

20 21 22 23
休工

24 25
休工

26
休工

27 28 29 30 1 2
休工

現場閉所とした週間数の割合が７０％を
超えているため、取組証を発行

週休2日（2/7(28.5%)）以上の休工を
実施しているため評価


